
”2014年度 相模川湘南地域協議会活動報告”
　

 相模川左岸の河口美化キャンペーンは、西に目を向けると大山、高麗山の間に例年以上の雪を頂きにかぶった富士山、青々とした湘南海岸の絶景。 

 「ゴミ拾いと同時に相模川河口の現状を一人ひとりで感じながら、楽しんでゴミ拾いをしましょう」（峯谷代表）、約２時間汗ばみながら楽しくゴミ拾い実施。  

 ’１４年５月１１日（日） ９：００～ １１：００ 相模川馬入河口にて 

     相模川湘南地域協議会  報告：中門 吉松 

（１）クリーンキャンペーン参加者 

  ①市民参加の皆さま：１４名（品川、練馬、平塚、茅ヶ崎）  ②湘南地区県政総合センター：２名                                       

  ③平塚市環境政策課：１名  ④相模川湘南地域協議会：７名   合計：２４名  

   ・・・今年度の特徴としては「海岸美化財団」のFecebook  を見て参加された方が６名。 

      品川と練馬から友人の男性、若い夫婦、お母さんと小学生の親子連れのみなさんでした･･･ 

（２）馬入河口のゴミ拾いを終えて 

  ①堤防上から見ると流木だけが目に入り、ゴミは少なく見えたが本流側の砂州は上流からのゴミが多かった。 

  ②同一車のタイヤと思われるものが砂に埋り掘り出すのに苦戦、砂に足を取られながら運んだ。 

  ③お母さんと一緒の小学生「こんなに色んなゴミがあるとは思わなかった、驚いた」･･･袋いっぱいに拾った。 

  ④河口の砂州は波打ち際から砂がうず高く盛り上がり、昨年より砂が多くなったように感じた。 

 【回収ゴミ量】 不燃、一般ゴミ共に各２５袋（３０ℓサイズ） その他：タイヤ、テレビのブラウン管、ポリタンク等 

回収したゴミの分別 

参加の皆さん 

人的要因のゴミ拾い 

うず高く盛り上がった砂 


